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富 士 市 の 位 置 
 

富士市は、「世界遺産 富士山」の広大な南麓に位置し、標高 3,680ｍの富士山９合目付近か

ら南へ進むにつれ低くなり、日本最深の駿河湾に続いています。市の西部には、日本３大急流の

一つである富士川が流れています。 

鉄道は、東海道本線と東海道新幹線が東西を結び、身延線が富士駅を起点に山梨県までを結ん

でいます。また、市街地と市の東部地区を結ぶ岳南電車が吉原駅を起点に運行しています。 

道路は、日本の東西を結ぶ大動脈である東名高速道路、新東名高速道路、国道１号が通り、こ

れらが南に位置する田子の浦港や北の山梨方面へ続く国道 139 号に接続し、日本の物流において

重要な役割を担っています。 

県庁所在地の静岡市街へは約 34km、また、東京まで約 146km、大阪まで約 410km の位置にあり

ます。西は静岡市（政令指定都市）と富士宮市、東は沼津市、長泉町、裾野市、御殿場市と接し

ています。 
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広がり 

東西  23.2 ㎞ 

南北  27.1 ㎞ 

 

面積 

人口 

世帯数 

244.94 ㎢ 

245,394 人 

112,385 世帯 

● 沼 津 市

静岡市● 

● 浜松 市 

    

※距離 は JR 線 による

●富士宮 市

大 阪 410.2km

● 富士 市 

甲 府 8 8. 4km

東京 146.2km
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富 士 市 の す が た 
 
「田児之浦従 打出而見者 真白衣 

不尽能高嶺爾 雪波零家留」と、万葉の

歌人、山部宿祢赤人にうたわれた富士

市・・・ 

富士市の起こりは古く、６千年ないし

７千年前から人類が住んでいたことが、

市内に点在する縄文時代の遺跡、古墳群

等によって分かります。 

 鎌倉時代に、源頼朝は要路政策により、現在の田子の浦港の東に「見付」をつくり

ました。 

 その後も「見付」は吉原湊（現田子の浦港）を控えた交通の要衝として、戦国大名

（今川氏、北条氏、武田氏）の保護を受け、大変にぎわいました。「見付」が「吉原」

と改称されたのは４百年くらい前と推定されております。江戸時代には東海道五十三

次の宿場「吉原宿」として、景勝「左富士」とともに旅人の心を癒してきました。 

 明治維新とともに、地域の経済及び生活条件も大きく変わり、「吉原宿」は宿場と

しての使命をなくし、衰退のきざしを見せました。そこで先覚者たちは植樹、茶業、

養蚕、あるいは「駿河半紙」の伝統を生かし、製紙業を興しました。中でも製紙工業

は富士山麓から湧き出る豊富な地下水と富士山麓の森林資源によって発達し、全国一

の“紙の都”といわれるまでに成長しました。 

 都市形態も、昭和４年以降数回にわたる隣接町村との合併を重ね、昭和 41 年 11 月

1 日に吉原市、富士市、鷹岡町が合併し、新生「富士市」が誕生しました。また、平

成 20 年 11 月１日に富士川町と合併し、現在静岡県で第３の人口を有する市となって

います。現在、人口は 245,394 人（令和７年５月１日現在）、事業所数は 11,310 事

業所（令和３年経済センサス活動調査）、年間製造品出荷額等は１兆 3,550 億 8,292

万円（令和３年経済センサス活動調査・従業員数４人以上）で、県内第５位の工業都

市として発展を続けております。 

歌川広重 『東海道五十三次』 吉原 左富士 


